
10

20

JP 7620973 B2 2025.1.24

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7620973号

(P7620973)
(24)登録日　令和7年1月16日(2025.1.16)(45)発行日　令和7年1月24日(2025.1.24)

(54)【発明の名称】　防災服の製造方法

(51)国際特許分類
　   Ａ４１Ｄ 13/00 (2006.01)
　   Ａ４１Ｄ 13/11 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ４１Ｄ 13/00 １０２ 　　　
　Ａ４１Ｄ 13/11 　　　Ｚ 　　　

(21)出願番号　 特願2020-205103(P2020-205103)
(22)出願日　 令和2年12月10日(2020.12.10)
(65)公開番号　 特開2022-92340(P2022-92340A)
(43)公開日　 令和4年6月22日(2022.6.22)

審査請求日　 令和5年10月2日(2023.10.2)

(73)特許権者　 305013910
国立大学法人お茶の水女子大学
東京都文京区大塚２丁目１番１号

(74)代理人　 100165179
弁理士　田▲崎▼  聡

(74)代理人　 100175824
弁理士　小林  淳一

(74)代理人　 100152272
弁理士　川越  雄一郎

(74)代理人　 100181722
弁理士　春田  洋孝

(72)発明者　 角田  千枝
神奈川県相模原市南区文京２丁目１－１  
学校法人相模女子大学内

(72)発明者　 近藤  恵
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 人 体 の 顔 面 部 に 装 着 さ れ る フ ェ イ ス マ ス ク を 備 え る 防 災 服 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 フ ェ イ ス マ ス ク は 、 顔 面 及 び 頸 部 全 体 に 装 着 さ れ る 顔 面 部 パ タ ー ン と 、 衿 ぐ り か ら  
身 体 に 沿 っ て 装 着 さ れ る 身 頃 パ タ ー ン と を 有 し 、 頭 部 が 正 面 を 向 い た 姿 勢 と 、 あ ご を 上 側  
に 向 け た 姿 勢 と で 頭 部 の 寸 法 を そ れ ぞ れ 計 測 す る 計 測 工 程 と 、
　 前 記 計 測 工 程 で 計 測 し た 計 測 値 に 基 づ い て 前 記 顔 面 部 パ タ ー ン 及 び 前 記 身 頃 パ タ ー ン を  
作 成 す る 作 成 工 程 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 防 災 服 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 計 測 工 程 に お い て 、 前 記 フ ェ イ ス マ ス ク が 頭 部 の 上 下 の 動 き に 追 従 す る 長 さ を 有 す  
る た め に 、 鼻 根 が 最 も く ぼ ん だ 位 置 か ら オ ト ガ イ 上 点 ま で の 弧 長 で あ る Ｃ Ｔ ２ と 、 頸 窩 点  
か ら 頭 部 の 上 向 き 最 大 時 の オ ト ガ イ 上 点 ま で の ２ 点 間 距 離 で あ る Ｃ Ｔ ８ と を 計 測 す る 、 こ  
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 計 測 工 程 に お い て 、 前 記 フ ェ イ ス マ ス ク が 頭 部 の 左 右 の 動 き に 追 従 す る 長 さ を 有 す  
る た め に 、 頭 部 の 左 向 き 最 大 時 の 右 の 耳 珠 点 か ら 右 の 頸 付 根 点 ま で の ２ 点 間 距 離 で あ る Ｃ  
Ｔ ９ を 計 測 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 計 測 工 程 に お い て 、 人 体 の 鼻 根 が 最 も く ぼ ん だ 位 置 か ら 人 体 の 鼻 尖 点 ま で の 曲 線 距  

請求項の数　19　（全19頁）
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離 で あ る Ｃ Ｔ １ と 、 人 体 の 一 方 の 上 耳 底 点 か ら 人 体 の 鼻 根 が 最 も く ぼ ん だ 位 置 を 通 り 、 人  
体 の 他 方 の 上 耳 底 点 ま で の 実 長 で あ る Ｃ Ｔ １ １ と 、 人 体 の 一 方 の 耳 珠 点 か ら 人 体 の 鼻 尖 点  
を 通 り 、 人 体 の 他 方 の 耳 珠 点 ま で の 実 長 で あ る Ｃ Ｔ １ ３ と 、 右 の 耳 珠 点 か ら 左 向 き 最 大 時  
の 右 の 頸 付 根 点 ま で の ２ 点 間 距 離 で あ る Ｃ Ｔ ９ と 、 上 耳 底 点 か ら 耳 珠 点 ま で の ２ 点 間 距 離  
で あ る Ｃ Ｔ １ ４ と 、 を 計 測 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 防 災 服 の 製 造  
方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 計 測 工 程 に お い て 、 人 体 の 後 頭 点 か ら 頸 椎 点 ま で の ２ 点 間 距 離 で あ る Ｃ Ｔ １ ０ と 、  
人 体 の 一 方 の 上 耳 底 点 か ら 後 頭 点 を 通 り 、 人 体 の 他 方 の 上 耳 底 点 ま で の 実 長 で あ る Ｃ Ｔ １ ２
と 、 を 計 測 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 顔 面 部 パ タ ー ン は 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン を 備 え 、
　 前 記 作 成 工 程 に お い て 、 前 記 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン の 前 中 心 の 長 さ で あ る Ａ ３ が 式 （ １ ）  
を 満 た す よ う に 作 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
　 式 （ １ ） ・ ・ ・ Ａ ３ ≧ Ｃ Ｔ ２ ＋ Ｃ Ｔ ８
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 顔 面 部 パ タ ー ン は 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン を 備 え 、
前 記 作 成 工 程 に お い て 、 前 記 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン は 、 耳 珠 点 か ら 前 記 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン  
の 下 端 の サ イ ド ネ ッ ク ポ イ ン ト ま で の 長 さ で あ る Ａ ６ が 式 （ ２ ） を 満 た す よ う に 作 成 す る  
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
　 式 （ ２ ） ・ ・ ・ Ａ ６ ≧ Ｃ Ｔ ９
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 顔 面 部 パ タ ー ン は 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン を 備 え 、
前 記 作 成 工 程 に お い て 、 前 記 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン は 、
　 　 前 中 心 の 上 端 か ら 鼻 先 ま で の 長 さ で あ る Ａ ４ が 式 （ ３ ） を 満 た し 、
　 　 前 記 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン の 上 端 上 に あ る 上 耳 底 点 か ら 頸 付 根 点 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ３
が 式 （ ４ ） を 満 た し 、
　 　 前 記 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン の 上 端 の 長 さ で あ る Ａ ８ が 式 （ ５ ） を 満 た し 、 か つ
　 　 耳 珠 点 か ら 鼻 先 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ０ が 式 （ ６ ） を 満 た す よ う に 作 成 す る こ と 特 徴  
と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
　 式 （ ３ ） ・ ・ ・ Ａ ４ ≧ Ｃ Ｔ １
　 式 （ ４ ） ・ ・ ・ Ａ １ ３ ≦ Ｃ Ｔ ９ ＋ Ｃ Ｔ １ ４
　 式 （ ５ ） ・ ・ ・ Ａ ８ ≧ Ｃ Ｔ １ １ ／ ２
　 式 （ ６ ） ・ ・ ・ Ａ １ ０ ≧ Ｃ Ｔ １ ３ ／ ２
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 顔 面 部 パ タ ー ン は 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン と 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン と 連 結 し て な る 顔  
面 部 後 側 パ タ ー ン と を 備 え 、
　 前 記 作 成 工 程 に お い て 、 前 記 顔 面 部 後 側 パ タ ー ン を 、
　 　 後 中 心 の 長 さ で あ る Ａ ７ が 式 （ ７ ） を 満 た し 、 か つ
　 　 前 記 顔 面 部 後 側 パ タ ー ン の 上 端 の 長 さ で あ る Ａ ９ が 式 （ ８ ） を 満 た す よ う に 作 成 す る  
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
　 式 （ ７ ） ・ ・ ・ Ａ ７ ≦ Ｃ Ｔ １ ０
　 式 （ ８ ） ・ ・ ・ Ａ ９ ≧ Ｃ Ｔ １ ２ ／ ２
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 作 成 工 程 に お い て 、 前 記 身 頃 パ タ ー ン を 、 前 記 身 頃 パ タ ー ン の 前 衿 ぐ り の 長 さ で あ  
る Ａ １ が 式 （ ９ ） を 満 た し 、 か つ 前 記 身 頃 パ タ ー ン の 後 衿 ぐ り の 長 さ で あ る Ａ ２ が 式 （ １  
０ ） を 満 た す よ う に 作 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
　 式 （ ９ ） ・ ・ ・ Ａ １ ≦ Ａ １ １
　 式 （ １ ０ ） ・ ・ ・ Ａ ２ ≦ Ａ １ ２
　 た だ し 、 Ａ １ １ は 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン の 前 衿 ぐ り の 長 さ で あ り 、 Ａ １ ２ は 顔 面 部 前 側 パ タ  
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ー ン の 後 ろ 衿 ぐ り の 長 さ で あ る 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 計 測 工 程 に お い て 、 人 体 の 片 側 の 半 身 を 計 測 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ０  
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 計 測 工 程 に お い て 、 複 数 の 人 体 を 測 定 し て 、 複 数 の 人 体 の 計 測 結 果 の 平 均 値 ＋ ２ σ  
の 値 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 人 体 の 頭 部 に 装 着 さ れ る フ ー ド を 備 え る 防 災 服 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 頭 部 に ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し て い る 状 態 と 、 頭 部 に ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し て い な い 状 態 と の  
両 方 で 頭 部 の 複 数 箇 所 の 長 さ を 計 測 す る 計 測 工 程 と 、
　 前 記 計 測 工 程 で 計 測 し た 計 測 値 に 基 づ き 、 前 記 フ ー ド を 構 成 す る フ ー ド パ タ ー ン を 作 成  
す る 作 成 工 程 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 計 測 工 程 に お い て 、 前 記 計 測 値 が 、 右 の 耳 珠 点 か ら 左 向 き 最 大 時 の 右 の 頸 付 根 点 ま  
で の ２ 点 間 距 離 で あ る Ｃ Ｔ ９ と 、 一 方 の 耳 珠 点 か ら ヘ ル メ ッ ト 上 の 頭 頂 点 を 通 り 、 他 方 の  
耳 珠 点 ま で の 、 耳 眼 面 に 垂 直 な 実 長 で あ る Ｃ Ｔ １ ５ ’ と 、 人 体 の 一 方 の 耳 珠 点 か ら ヘ ル メ ッ  
ト 上 の 後 部 最 突 点 を 通 り 、 人 体 の 他 方 の 耳 珠 点 ま で の 実 長 で あ る Ｃ Ｔ １ ７ ’ と 、 ヘ ル メ ッ ト  
上 の 頭 頂 点 か ら ヘ ル メ ッ ト 上 の 前 部 最 突 点 ま で の 実 長 Ｃ Ｔ １ ８ ’ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す  
る 防 災 服 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 計 測 工 程 に お い て 、 前 記 計 測 値 が 、 頸 椎 点 か ら ヘ ル メ ッ ト 上 の 後 部 最 突 点 を 通 り 、  
ヘ ル メ ッ ト 上 の 頭 頂 点 ま で の 実 長 で あ る Ｃ Ｔ １ ６ ’ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記  
載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 フ ー ド パ タ ー ン は 、 サ イ ド ネ ッ ク ポ イ ン ト か ら 耳 珠 点 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ４ が 式  
（ Ａ ） を 満 た し 、 耳 珠 点 か ら フ ー ド 最 上 点 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ５ が 式 （ Ｂ ） を 満 た し 、  
耳 珠 点 か ら Ａ １ ４ と 垂 直 で あ る 直 線 と フ ー ド 後 ろ 中 心 の 出 来 上 が り 線 と 交 差 す る 点 ま で の  
長 さ で あ る Ａ １ ６ が 式 （ Ｃ ） を 満 た し 、 か つ フ ー ド 最 上 点 か ら 前 端 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ８
が 式 （ Ｄ ） を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
　 式 （ Ａ ） ・ ・ ・ Ａ １ ４ ≧ Ｃ Ｔ ９
　 式 （ Ｂ ） ・ ・ ・ Ａ １ ５ ≧ Ｃ Ｔ １ ５ ’ ／ ２
　 式 （ Ｃ ） ・ ・ ・ Ａ １ ６ ≧ Ｃ Ｔ １ ７ ’ ／ ２
　 式 （ Ｄ ） ・ ・ ・ Ａ １ ８ ≧ Ｃ Ｔ １ ８ ’
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 フ ー ド パ タ ー ン は 、 フ ー ド 中 心 出 来 上 が り 線 の 頭 頂 か ら バ ッ ク ネ ッ ク ポ イ ン ト ま で  
の 長 さ Ａ １ ７ が 式 （ Ｅ ） を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
　 式 （ Ｅ ） ・ ・ ・ Ａ １ ７ ≧ Ｃ Ｔ １ ６ ’
【 請 求 項 １ ７ 】
　 人 体 の 頭 部 に 装 着 さ れ る フ ー ド を 備 え る 防 災 服 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 頭 部 に ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し て い る 状 態 と 、 頭 部 に ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し て い な い 状 態 と の  
両 方 で 頭 部 の 複 数 箇 所 の 長 さ を 計 測 す る 計 測 工 程 と 、
　 前 記 計 測 工 程 で 計 測 し た 計 測 値 に 基 づ き 、 前 記 フ ー ド を 構 成 す る フ ー ド パ タ ー ン を 作 成  
す る 作 成 工 程 と 、
　 を 備 え 、
　 頭 部 に ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し て い な い 状 態 の フ ー ド パ タ ー ン 上 に 、 耳 珠 点 か ら 後 最 突 点 ま  
で を 示 す 案 内 線 Ａ １ ６ を 前 方 の フ ー ド 端 に 接 す る ま で 線 を 延 長 し た 、 案 内 線 Ａ １ ９ を 引 き 、
　 頭 部 に ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し て い な い 状 態 の 前 記 フ ー ド パ タ ー ン 上 に 、 サ イ ド ネ ッ ク ポ イ  
ン ト か ら 耳 珠 点 ま で を 示 す 案 内 線 Ａ １ ４ を 前 方 の フ ー ド 端 に 接 す る ま で 線 を 延 長 し た 、 案  
内 線 Ａ ２ ０ を 引 き 、
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　 前 記 案 内 線 Ａ １ ９ 及 び 前 記 案 内 線 Ａ ２ ０ に 沿 っ て 、 頭 部 に ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し て い な い 状  
態 の 前 記 フ ー ド パ タ ー ン を 切 り 開 き 、
　 前 記 案 内 線 Ａ １ ９ に 沿 っ て 縦 方 向 に 切 り 開 か れ た 分 量 で あ る Ａ ２ １ は 式 （ α ） を 満 た し 、  
か つ 前 記 案 内 線 Ａ ２ ０ に 沿 っ て 横 方 向 に 切 り 開 か れ た 分 量 で あ る Ａ ２ ２ は 式 （ β ） を 満 た す  
こ と を 特 徴 と す る 防 災 服 の 製 造 方 法 。
　 式 （ α ） ・ ・ ・ Ａ ２ １ ≧ （ Ｃ Ｔ １ ５ ’ － Ｃ Ｔ １ ５ ） ／ ２
　 式 （ β ） ・ ・ ・ Ａ ２ ２ ≧ （ Ｃ Ｔ １ ７ ’ － Ｃ Ｔ １ ７ ） ／ ２
　 た だ し 、 上 記 式 （ α ） に お い て 、 Ｃ Ｔ １ ５ は 、 人 体 の 一 方 の 耳 珠 点 か ら 人 体 の 頭 頂 点 を  
通 り 、 人 体 の 他 方 の 耳 珠 点 ま で の 実 長 で あ り 、 Ｃ Ｔ １ ５ ’ は 、 一 方 の 耳 珠 点 か ら ヘ ル メ ッ ト  
上 の 頭 頂 点 を 通 り 、 他 方 の 耳 珠 点 ま で の 、 耳 眼 面 に 垂 直 な 実 長 で あ る 。 上 記 式 （ β ） に お  
い て 、 Ｃ Ｔ １ ７ は 、 人 体 の 一 方 の 耳 珠 点 か ら 人 体 の 後 部 最 突 点 を 通 り 、 人 体 の 他 方 の 耳 珠  
点 ま で の 実 長 で あ り 、 Ｃ Ｔ １ ７ ’ は 、 人 体 の 一 方 の 耳 珠 点 か ら ヘ ル メ ッ ト 上 の 後 部 最 突 点 を  
通 り 、 人 体 の 他 方 の 耳 珠 点 ま で の 実 長 で あ る 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 人 体 の 頭 部 に 装 着 さ れ る フ ー ド を 備 え る 防 災 服 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 頭 部 に ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し て い る 状 態 と 、 頭 部 に ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し て い な い 状 態 と の  
両 方 で 頭 部 の 複 数 箇 所 の 長 さ を 計 測 す る 計 測 工 程 と 、
　 前 記 計 測 工 程 で 計 測 し た 計 測 値 に 基 づ き 、 前 記 フ ー ド を 構 成 す る フ ー ド パ タ ー ン を 作 成  
す る 作 成 工 程 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 計 測 工 程 に お い て 、 人 体 の 片 側 の 半 身 を 計 測 す る こ と を 特 徴 と す る 防 災 服 の 製 造 方  
法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 計 測 工 程 に お い て 、 複 数 の 人 体 を 測 定 し て 、 前 記 計 測 値 を 複 数 の 人 体 の 計 測 結 果 の  
平 均 値 ＋ ２ σ の 値 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ ～ １ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 防 災  
服 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 防 災 服 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 災 害 時 に 人 体 に 悪 影 響 と な る 粉 じ ん の 吸 い 込 み を 防 止 す る た め 及 び 感 染 を 予 防 す る た め  
に は 、 マ ス ク の 着 用 が 有 用 で あ る 。 一 方 、 一 般 的 な 家 庭 用 マ ス ク 、 サ ー ジ カ ル マ ス ク 及 び  
防 じ ん マ ス ク は 、 面 体 の 周 辺 全 て か ら 人 体 に 悪 影 響 と な る 粉 じ ん が 漏 れ 込 む 可 能 性 が あ る  
。 災 害 時 に 人 体 に 悪 影 響 と な る 粉 じ ん の 吸 い 込 み を よ り 軽 減 で き る 防 災 服 が 求 め ら れ て い  
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 衣 服 と 結 合 し た マ ス ク 要 素 を 有 し 、 マ ス ク 要 素 は 、 収 容 状 態 及 び 展 開  
状 態 を と り 、 展 開 状 態 に お い て 前 記 着 用 者 の 鼻 及 び ／ 又 は 口 を 覆 う よ う に 前 方 に 伸 展 す る  
よ う に し た 、 防 護 服 が 開 示 さ れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 マ ス ク を 有 す る フ ー ド を  
縫 着 し た 上 衣 を 有 す る 緊 急 避 難 服 が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 表 ２ ０ １ １ － ５ ２ ７ ３ ８ ６ 号 公 報
【 文 献 】 実 公 昭 ５ ９ － １ ０ ５ １ ５ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る 防 護 服 は 、 マ ス ク 形 状 及 び サ イ ズ が 顔 面 形 状 に  
適 し た よ う に 設 計 さ れ て い な い の で 、 マ ス ク 面 体 の 周 辺 全 て か ら 粉 じ ん が 漏 れ 込 む 恐 れ が  
あ っ た 。 ま た 、 人 体 の 頭 部 が 動 い た と き に 、 防 護 服 が ず れ る 恐 れ が あ り 、 そ の 結 果 、 粉 じ  
ん の 漏 れ 込 み を 十 分 に 防 ぐ こ と が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 本 発 明 は 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 災 害 時 に 人 体 を よ り 確 実  
に 保 護 で き る 防 災 服 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 発 明 は 以 下 の 手 段 を 提 案 し て い る 。
（ １ ） 人 体 の 顔 面 部 に 装 着 さ れ る フ ェ イ ス マ ス ク を 備 え る 防 災 服 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前  
記 フ ェ イ ス マ ス ク は 、 顔 面 及 び 頸 部 全 体 に 装 着 さ れ る 顔 面 部 パ タ ー ン と 、 衿 ぐ り か ら 身 体  
に 沿 っ て 装 着 さ れ る 身 頃 パ タ ー ン と を 有 し 、 頭 部 が 正 面 を 向 い た 姿 勢 と 、 あ ご を 上 側 に 向  
け た 姿 勢 と で 頭 部 の 寸 法 を そ れ ぞ れ 計 測 す る 計 測 工 程 と 、 前 記 計 測 工 程 で 計 測 し た 計 測 値  
に 基 づ い て 前 記 顔 面 部 パ タ ー ン 及 び 前 記 身 頃 パ タ ー ン を 作 成 す る 作 成 工 程 と 、 を 備 え る こ  
と を 特 徴 と す る 防 災 服 の 製 造 方 法 。
（ ２ ） 前 記 計 測 工 程 に お い て 、 前 記 フ ェ イ ス マ ス ク が 頭 部 の 上 下 の 動 き に 追 従 す る 長 さ を  
有 す る た め に 、 鼻 根 が 最 も く ぼ ん だ 位 置 か ら オ ト ガ イ 上 点 ま で の 弧 長 で あ る Ｃ Ｔ ２ と 、 頸  
窩 点 か ら 頭 部 の 上 向 き 最 大 時 の オ ト ガ イ 上 点 ま で の ２ 点 間 距 離 で あ る Ｃ Ｔ ８ と を 計 測 す る  
、 こ と を 特 徴 と す る （ １ ） に 記 載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
（ ３ ） 前 記 計 測 工 程 に お い て 、 前 記 フ ェ イ ス マ ス ク が 頭 部 の 左 右 の 動 き に 追 従 す る 長 さ を  
有 す る た め に 、 頭 部 の 左 向 き 最 大 時 の 右 の 耳 珠 点 か ら 右 の 頸 付 根 点 ま で の ２ 点 間 距 離 で あ  
る Ｃ Ｔ ９ を 計 測 す る 、 こ と を 特 徴 と す る （ ２ ） に 記 載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
（ ４ ） 前 記 計 測 工 程 に お い て 、 人 体 の 鼻 根 が 最 も く ぼ ん だ 位 置 か ら 人 体 の 鼻 尖 点 ま で の 曲  
線 距 離 で あ る Ｃ Ｔ １ と 、 人 体 の 一 方 の 上 耳 底 点 か ら 人 体 の 鼻 根 が 最 も く ぼ ん だ 位 置 を 通 り  
、 人 体 の 他 方 の 上 耳 底 点 ま で の 実 長 で あ る Ｃ Ｔ １ １ と 、 人 体 の 一 方 の 耳 珠 点 か ら 人 体 の 鼻  
尖 点 を 通 り 、 人 体 の 他 方 の 耳 珠 点 ま で の 実 長 で あ る Ｃ Ｔ １ ３ と 、 右 の 耳 珠 点 か ら 左 向 き 最  
大 時 の 右 の 頸 付 根 点 ま で の ２ 点 間 距 離 で あ る Ｃ Ｔ ９ と 、 上 耳 底 点 か ら 耳 珠 点 ま で の ２ 点 間  
距 離 で あ る Ｃ Ｔ １ ４ と 、 を 計 測 す る 、 こ と を 特 徴 と す る （ ２ ） 又 は （ ３ ） に 記 載 の 防 災 服  
の 製 造 方 法 。
（ ５ ） 前 記 計 測 工 程 に お い て 、 人 体 の 後 頭 点 か ら 頸 椎 点 ま で の ２ 点 間 距 離 で あ る Ｃ Ｔ １ ０
と 、 人 体 の 一 方 の 上 耳 底 点 か ら 後 頭 点 を 通 り 、 人 体 の 他 方 の 上 耳 底 点 ま で の 実 長 で あ る Ｃ  
Ｔ １ ２ と 、 を 計 測 す る こ と を 特 徴 と す る （ ２ ） ～ （ ４ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 防 災 服 の  
製 造 方 法 。
（ ６ ） 前 記 顔 面 部 パ タ ー ン は 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン を 備 え 、 前 記 作 成 工 程 に お い て 、 前 記  
顔 面 部 前 側 パ タ ー ン の 前 中 心 の 長 さ で あ る Ａ ３ が 式 （ １ ） を 満 た す よ う に 作 成 す る こ と を  
特 徴 と す る （ ２ ） に 記 載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
　 式 （ １ ） ・ ・ ・ Ａ ３ ≧ Ｃ Ｔ ２ ＋ Ｃ Ｔ ８
（ ７ ） 前 記 顔 面 部 パ タ ー ン は 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン を 備 え 、 前 記 作 成 工 程 に お い て 、 前 記  
顔 面 部 前 側 パ タ ー ン は 、 耳 珠 点 か ら 前 記 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン の 下 端 の サ イ ド ネ ッ ク ポ イ ン  
ト ま で の 長 さ で あ る Ａ ６ が 式 （ ２ ） を 満 た す よ う に 作 成 す る こ と を 特 徴 と す る （ ３ ） に 記  
載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
　 式 （ ２ ） ・ ・ ・ Ａ ６ ≧ Ｃ Ｔ ９
（ ８ ） 前 記 顔 面 部 パ タ ー ン は 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン を 備 え 、 前 記 作 成 工 程 に お い て 、 前 記  
顔 面 部 前 側 パ タ ー ン は 、 前 中 心 の 上 端 か ら 鼻 先 ま で の 長 さ で あ る Ａ ４ が 式 （ ３ ） を 満 た し  
、 前 記 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン の 上 端 上 に あ る 上 耳 底 点 か ら 頸 付 根 点 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ３
が 式 （ ４ ） を 満 た し 、 前 記 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン の 上 端 の 長 さ で あ る Ａ ８ が 式 （ ５ ） を 満 た  
し 、 か つ 耳 珠 点 か ら 鼻 先 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ０ が 式 （ ６ ） を 満 た す よ う に 作 成 す る こ と  
特 徴 と す る （ ４ ） に 記 載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
　 式 （ ３ ） ・ ・ ・ Ａ ４ ≧ Ｃ Ｔ １
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　 式 （ ４ ） ・ ・ ・ Ａ １ ３ ≦ Ｃ Ｔ ９ ＋ Ｃ Ｔ １ ４
　 式 （ ５ ） ・ ・ ・ Ａ ８ ≧ Ｃ Ｔ １ １ ／ ２
　 式 （ ６ ） ・ ・ ・ Ａ １ ０ ≧ Ｃ Ｔ １ ３ ／ ２
（ ９ ） 前 記 顔 面 部 パ タ ー ン は 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン と 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン と 連 結 し て な  
る 顔 面 部 後 側 パ タ ー ン と を 備 え 、 前 記 作 成 工 程 に お い て 、 前 記 顔 面 部 後 側 パ タ ー ン を 、 後  
中 心 の 長 さ で あ る Ａ ７ が 式 （ ７ ） を 満 た し 、 か つ 前 記 顔 面 部 後 側 パ タ ー ン の 上 端 の 長 さ で  
あ る Ａ ９ が 式 （ ８ ） を 満 た す よ う に 作 成 す る こ と を 特 徴 と す る （ ５ ） に 記 載 の 防 災 服 の 製  
造 方 法 。
　 式 （ ７ ） ・ ・ ・ Ａ ７ ≦ Ｃ Ｔ １ ０
　 式 （ ８ ） ・ ・ ・ Ａ ９ ≧ Ｃ Ｔ １ ２ ／ ２
（ １ ０ ） 前 記 作 成 工 程 に お い て 、 前 記 身 頃 パ タ ー ン を 、 前 記 身 頃 パ タ ー ン の 前 衿 ぐ り の 長  
さ で あ る Ａ １ が 式 （ ９ ） を 満 た し 、 か つ 前 記 身 頃 パ タ ー ン の 後 衿 ぐ り の 長 さ で あ る Ａ ２ が  
式 （ １ ０ ） を 満 た す よ う に 作 成 す る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） に 記 載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。   
式 （ ９ ） ・ ・ ・ Ａ １ ≦ Ａ １ １
　 式 （ １ ０ ） ・ ・ ・ Ａ ２ ≦ Ａ １ ２
　 た だ し 、 Ａ １ １ は 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン の 前 衿 ぐ り の 長 さ で あ り 、 Ａ １ ２ は 顔 面 部 後 側 パ タ  
ー ン の 後 ろ 衿 ぐ り の 長 さ で あ る 。
（ １ １ ） 前 記 計 測 工 程 に お い て 、 人 体 の 片 側 の 半 身 を 計 測 す る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ～  
（ １ ０ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
（ １ ２ ） 前 記 計 測 工 程 に お い て 、 複 数 の 人 体 を 測 定 し て 、 複 数 の 人 体 の 計 測 結 果 の 平 均 値  
＋ ２ σ の 値 と す る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） ～ （ １ １ ） の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 防 災 服 の 製  
造 方 法 。
（ １ ３ ） 人 体 の 頭 部 に 装 着 さ れ る フ ー ド を 備 え る 防 災 服 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 頭 部 に ヘ ル  
メ ッ ト を 装 着 し て い る 状 態 と 、 頭 部 に ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し て い な い 状 態 と の 両 方 で 頭 部 の  
複 数 箇 所 の 長 さ を 計 測 す る 計 測 工 程 と 、 前 記 計 測 工 程 で 計 測 し た 計 測 値 に 基 づ き 、 前 記 フ  
ー ド を 構 成 す る フ ー ド パ タ ー ン を 作 成 す る 作 成 工 程 と 、 を 備 え 、 前 記 計 測 工 程 に お い て 、  
前 記 計 測 値 が 、 右 の 耳 珠 点 か ら 左 向 き 最 大 時 の 右 の 頸 付 根 点 ま で の ２ 点 間 距 離 で あ る Ｃ Ｔ
９ と 、 一 方 の 耳 珠 点 か ら ヘ ル メ ッ ト 上 の 頭 頂 点 を 通 り 、 他 方 の 耳 珠 点 ま で の 、 耳 眼 面 に 垂  
直 な 実 長 で あ る Ｃ Ｔ １ ５ ’ と 、 人 体 の 一 方 の 耳 珠 点 か ら ヘ ル メ ッ ト 上 の 後 部 最 突 点 を 通 り 、  
人 体 の 他 方 の 耳 珠 点 ま で の 実 長 で あ る Ｃ Ｔ １ ７ ’ と ヘ ル メ ッ ト 上 の 頭 頂 点 か ら ヘ ル メ ッ ト 上  
の 前 部 最 突 点 ま で の 実 長 Ｃ Ｔ １ ８ ’ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 防 災 服 の 製 造 方 法 。
（ １ ４ ） 前 記 計 測 工 程 に お い て 、 前 記 計 測 値 が 、 頸 椎 点 か ら ヘ ル メ ッ ト 上 の 後 部 最 突 点 を  
通 り 、 ヘ ル メ ッ ト 上 の 頭 頂 点 ま で の 実 長 で あ る Ｃ Ｔ １ ６ ’ を 含 む こ と を 特 徴 と す る （ １ ３ ）  
に 記 載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
（ １ ５ ） 前 記 フ ー ド パ タ ー ン は 、 サ イ ド ネ ッ ク ポ イ ン ト か ら 耳 珠 点 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ４
が 式 （ Ａ ） を 満 た し 、 耳 珠 点 か ら フ ー ド 最 上 点 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ５ が 式 （ Ｂ ） を 満 た  
し 、 耳 珠 点 か ら Ａ １ ４ と 垂 直 で あ る 直 線 と フ ー ド 後 ろ 中 心 の 出 来 上 が り 線 と 交 差 す る 点 ま  
で の 長 さ で あ る Ａ １ ６ が 式 （ Ｃ ） を 満 た し 、 か つ フ ー ド 最 上 点 か ら 前 端 ま で の 長 さ で あ る Ａ
１ ８ が 式 （ Ｄ ） を 満 た す こ と を 特 徴 と す る （ １ ３ ） に 記 載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
　 式 （ Ａ ） ・ ・ ・ Ａ １ ４ ≧ Ｃ Ｔ ９
　 式 （ Ｂ ） ・ ・ ・ Ａ １ ５ ≧ Ｃ Ｔ １ ５ ’ ／ ２
　 式 （ Ｃ ） ・ ・ ・ Ａ １ ６ ≧ Ｃ Ｔ １ ７ ’ ／ ２
　 式 （ Ｄ ） ・ ・ ・ Ａ １ ８ ≧ Ｃ Ｔ １ ８ ’
（ １ ６ ） 前 記 フ ー ド パ タ ー ン は 、 フ ー ド 中 心 出 来 上 が り 線 の 頭 頂 か ら バ ッ ク ネ ッ ク ポ イ ン  
ト ま で の 長 さ Ａ １ ７ が 式 （ Ｅ ） を 満 た す こ と を 特 徴 と す る （ １ ４ ） に 記 載 の 防 災 服 の 製 造  
方 法 。
　 式 （ Ｅ ） ・ ・ ・ Ａ １ ７ ≧ Ｃ Ｔ １ ６ ’
（ １ ７ ） 人 体 の 頭 部 に 装 着 さ れ る フ ー ド を 備 え る 防 災 服 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 頭 部 に ヘ ル  
メ ッ ト を 装 着 し て い る 状 態 と 、 頭 部 に ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し て い な い 状 態 と の 両 方 で 頭 部 の  
複 数 箇 所 の 長 さ を 計 測 す る 計 測 工 程 と 、 前 記 計 測 工 程 で 計 測 し た 計 測 値 に 基 づ き 、 前 記 フ  
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ー ド を 構 成 す る フ ー ド パ タ ー ン を 作 成 す る 作 成 工 程 と 、 を 備 え 、 頭 部 に ヘ ル メ ッ ト を 装 着  
し て い な い 状 態 の フ ー ド パ タ ー ン 上 に 、 耳 珠 点 か ら 後 最 突 点 ま で を 示 す 案 内 線 Ａ １ ６ を 前  
方 の フ ー ド 端 に 接 す る ま で 線 を 延 長 し た 、 案 内 線 Ａ １ ９ を 引 き 、 頭 部 に ヘ ル メ ッ ト を 装 着  
し て い な い 状 態 の 前 記 フ ー ド パ タ ー ン 上 に 、 サ イ ド ネ ッ ク ポ イ ン ト か ら 耳 珠 点 ま で を 示 す  
案 内 線 Ａ １ ４ を 上 方 の フ ー ド 端 に 接 す る ま で 線 を 延 長 し た 、 案 内 線 Ａ ２ ０ を 引 き 、 前 記 案 内  
線 Ａ １ ９ 及 び 前 記 案 内 線 Ａ ２ ０ に 沿 っ て 、 頭 部 に ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し て い な い 状 態 の 前 記 フ  
ー ド パ タ ー ン を 切 り 開 き 、 前 記 案 内 線 Ａ １ ９ に 沿 っ て 縦 方 向 に 切 り 開 か れ た 分 量 で あ る Ａ ２  
１ は 式 （ α ） を 満 た し 、 か つ 前 記 案 内 線 Ａ ２ ０ に 沿 っ て 横 方 向 に 切 り 開 か れ た 分 量 で あ る Ａ
２ ２ は 式 （ β ） を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 防 災 服 の 製 造 方 法 。
　 式 （ α ） ・ ・ ・ Ａ ２ １ ≧ （ Ｃ Ｔ １ ５ ’ － Ｃ Ｔ １ ５ ） ／ ２
　 式 （ β ） ・ ・ ・ Ａ ２ ２ ≧ （ Ｃ Ｔ １ ７ ’ － Ｃ Ｔ １ ７ ） ／ ２
　 た だ し 、 上 記 式 （ α ） に お い て 、 Ｃ Ｔ １ ５ は 、 人 体 の 一 方 の 耳 珠 点 か ら 人 体 の 頭 頂 点 を  
通 り 、 人 体 の 他 方 の 耳 珠 点 ま で の 実 長 で あ り 、 Ｃ Ｔ １ ５ ’ は 、 人 体 の 一 方 の 耳 珠 点 か ら ヘ ル  
メ ッ ト 上 の 頭 頂 点 を 通 り 、 人 体 の 他 方 の 耳 珠 点 ま で の 実 長 で あ る 。 上 記 式 （ β ） に お い て  
、 Ｃ Ｔ １ ７ は 、 人 体 の 一 方 の 耳 珠 点 か ら 人 体 の 後 部 最 突 点 を 通 り 、 人 体 の 他 方 の 耳 珠 点 ま  
で の 実 長 で あ り 、 Ｃ Ｔ １ ７ ’ は 、 人 体 の 一 方 の 耳 珠 点 か ら ヘ ル メ ッ ト 上 の 後 部 最 突 点 を 通 り  
、 人 体 の 他 方 の 耳 珠 点 ま で の 実 長 で あ る 。
（ １ ８ ） 人 体 の 頭 部 に 装 着 さ れ る フ ー ド を 備 え る 防 災 服 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 頭 部 に ヘ ル  
メ ッ ト を 装 着 し て い る 状 態 と 、 頭 部 に ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し て い な い 状 態 と の 両 方 で 頭 部 の  
複 数 箇 所 の 長 さ を 計 測 す る 計 測 工 程 と 、 前 記 計 測 工 程 で 計 測 し た 計 測 値 に 基 づ き 、 前 記 フ  
ー ド を 構 成 す る フ ー ド パ タ ー ン を 作 成 す る 作 成 工 程 と 、 を 備 え 、 前 記 計 測 工 程 に お い て 、  
人 体 の 片 側 の 半 身 を 計 測 す る こ と を 特 徴 と す る 防 災 服 の 製 造 方 法 。
（ １ ９ ） 前 記 計 測 工 程 に お い て 、 複 数 の 人 体 を 測 定 し て 、 前 記 計 測 値 を 複 数 の 人 体 の 計 測  
結 果 の 平 均 値 ＋ ２ σ の 値 と す る こ と を 特 徴 と す る （ １ ３ ） ～ （ １ ８ ） の い ず れ か 一 項 に 記  
載 の 防 災 服 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 災 害 時 に 人 体 を 確 実 に 保 護 で き る 防 災 服 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と が  
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 防 災 服 の 写 真 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る フ ェ イ ス マ ス ク の パ タ ー ン 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る フ ェ イ ス マ ス ク の パ タ ー ン 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る フ ー ド の パ タ ー ン の パ タ ー ン 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 防 災 服 の 製 造 方 法 の 計 測 点 を 示 し た 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る フ ェ イ ス マ ス ク の 製 造 方 法 の 計 測 点 及 び 測 定 項 目 を 示 し  
た 模 式 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る フ ー ド の 製 造 方 法 の 計 測 点 及 び 測 定 項 目 を 示 し た 模 式 図  
で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る フ ェ イ ス マ ス ク の パ タ ー ン を 示 し た 模 式 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る フ ェ イ ス マ ス ク を 着 用 し て 頭 部 を 動 か し た と き の 写 真 で  
あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る フ ー ド の パ タ ー ン を 示 し た 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る フ ー ド を 着 用 し た と き の 写 真 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ に 係 る フ ー ド の パ タ ー ン 作 成 方 法 を 示 し た 模 式 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 に つ い て 、 特 徴 と す る 技 術 要 件 の 限 定 理 由 や 好 ま し い 態  
様 に つ い て 順 次 説 明 す る 。 ま ず 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 防 災 服 に つ い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 防 災 服 １ は 、 フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ と フ ー ド １ １ と  
ケ ー プ １ ２ と を 備 え る 。 フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ と フ ー ド １ １ と を 両 方 を 装 着 し て 使 用 す る こ  
と も 、 フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ の み 、 フ ー ド １ １ の み 、 ケ ー プ １ ２ の み で 使 用 す る こ と も で き  
る 。 本 実 施 形 態 の 防 災 服 １ は 、 フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ 及 び フ ー ド １ １ の 構 成 に 特 徴 を 有 す る  
。 以 下 、 フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ 及 び フ ー ド １ １ に つ い て そ れ ぞ れ 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ フ ェ イ ス マ ス ク ）
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ は 、 自 体 の 所 定 部 分 に 配 置 さ れ る 複 数 の パ タ ー  
ン を 有 す る 。 フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ は 、 図 ２ に 示 す 複 数 の パ タ ー ン を 縫 製 一 体 化 す る こ と に  
よ り 製 造 さ れ る 。
　 フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ は 、 顔 面 部 パ タ ー ン ２ ０ を 備 え る 。 顔 面 部 パ タ ー ン ２ ０ は 、 顔 面 部  
及 び 頸 部 全 体 と 接 触 し 、 鼻 孔 及 び 口 を 覆 う よ う に 構 成 さ れ て な る 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０  
を 備 え る 。 ま た 図 ３ に 示 す よ う に 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ の 前 中 心 ３ １ の 長 さ で あ る Ａ
３ が 式 （ １ ） を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 。
式 （ １ ） ・ ・ ・ Ａ ３ ≧ Ｃ Ｔ ２ ＋ Ｃ Ｔ ８
　 た だ し 、 上 記 式 （ １ ） に お い て 、 Ｃ Ｔ ２ は 、 人 体 の 鼻 根 が 最 も く ぼ ん だ 位 置 か ら 人 体 の  
オ ト ガ イ 上 点 ま で の 弧 長 で あ り 、 Ｃ Ｔ ８ は 頸 窩 点 か ら 頭 部 の 上 向 き 最 大 時 の 人 体 の オ ト ガ  
イ 上 点 ま で の ２ 点 間 距 離 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 頸 窩 点 か ら 人 体 の オ ト ガ イ 上 点 ま で の ２ 点 間 距 離 は 、 頭 部 が 動 く こ と に よ り 変 化 す る 。  
そ し て 、 頭 部 の 上 向 き 最 大 時 に 、 頸 窩 点 か ら 人 体 の オ ト ガ イ 上 点 ま で の ２ 点 間 距 離 が 最 大  
と な る 。 そ の た め 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ の 前 中 心 ３ １ の 長 さ で あ る Ａ ３ が 式 （ １ ） を  
満 た さ な い 場 合 、 頭 部 が 動 い た と き に 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ が ず れ て 、 鼻 孔 及 び 口 が 露  
わ に な る 恐 れ が あ る 。 そ の 結 果 、 粉 じ ん が 鼻 孔 及 び 口 か ら 人 体 に 侵 入 す る こ と を 十 分 の 防  
止 で き な い 恐 れ が あ る 。 た だ し 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ の 前 中 心 ３ １ が 伸 縮 性 の な い 生  
地 で 構 成 さ れ て い る 場 合 、 Ａ ３ は 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ の 前 中 心 ３ １ の 長 さ で あ る 。 顔  
面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ の 前 中 心 ３ １ が 伸 縮 性 の あ る 生 地 で 構 成 さ れ て い る 場 合 、 Ａ ３ は 、  
生 地 の 伸 縮 性 を 加 味 し た 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ の 前 中 心 ３ １ の 長 さ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ は 、 立 体 型 、 プ リ ー ツ 型 、 平 型 の 形 状 で あ っ て も よ い 。 顔 面 部  
前 側 パ タ ー ン ３ ０ は 、 複 数 の パ タ ー ン が 結 合 さ れ た も の で あ っ て も よ い 。 結 合 の 手 段 は 、  
縫 合 、 フ ッ ク 、 フ ァ ス ナ ー 、 ル ー プ 式 の フ ァ ス ナ ー （ 共 布 及 び 別 布 ル ー プ や セ ッ パ な ど ）  
、 面 フ ァ ス ナ ー 、 ボ タ ン 又 は ス ナ ッ プ な ど で あ っ て も よ い 。 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ は 、  
既 知 の 生 地 を 使 用 し て も よ い 。 生 地 は 、 伸 縮 性 の あ る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ は 、 耳 掛 け を 有 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ を 確  
実 に 頭 部 に 装 着 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ は 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ に お い て 、 耳 側 直  
線 上 の 一 点 で 人 体 の 耳 珠 点 と 重 な る 点 か ら 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ の 耳 側 下 端 の サ イ ド ネ  
ッ ク ポ イ ン ト （ Ｓ Ｎ Ｐ ） ま で の 長 さ で あ る Ａ ６ が 式 （ ２ ） を 満 た す こ と が 好 ま し い 。
　 式 （ ２ ） ・ ・ ・ Ａ ６ ≧ Ｃ Ｔ ９
　 た だ し 、 上 記 式 （ ２ ） に お い て 、 Ｃ Ｔ ９ は 、 右 半 身 で 計 測 す る と き に 頭 部 の 左 向 き 最 大  
時 の 、 人 体 の 右 の 耳 珠 点 か ら 右 の 頸 付 根 点 ま で の ２ 点 間 距 離 で あ る 。 ま た 、 Ｃ Ｔ ９ に お い  
て 、 耳 珠 点 と 頸 付 根 点 と は 人 体 の 同 じ 半 身 の 場 所 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ が 式 （ ２ ） を 満 た す 場 合 、 頭 部 が 左 右 に 動 作 し た 時 に 、 フ ェ イ  
ス マ ス ク １ ０ が よ り ず れ に く く な る 。 そ の 結 果 、 災 害 時 に 人 体 を よ り 確 実 に 保 護 で き る 。  
た だ し 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ が 伸 縮 性 の あ る 生 地 で 構 成 さ れ て い る 場 合 、 Ａ ６ は 、 生  
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地 の 伸 縮 性 を 加 味 し た 長 さ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ は 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ に お い て 、 前 中 心  
３ １ の 上 端 か ら 鼻 先 ま で の 長 さ で あ る Ａ ４ が 式 （ ３ ） を 満 た し て も よ い 。 顔 面 部 前 側 パ タ  
ー ン ３ ０ の 耳 側 出 来 上 が り 線 の 上 端 か ら 下 端 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ３ が 式 （ ４ ） を 満 た し  
て も よ い 。 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ の 上 端 の 長 さ で あ る Ａ ８ が 式 （ ５ ） を 満 た し て も よ い  
。 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ の 鼻 側 の 曲 線 の 突 点 か ら 耳 側 直 線 上 の 一 点 で 人 体 の 耳 珠 点 と 重  
な る 点 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ０ が 式 （ ６ ） を 満 た し て も よ い 。
　 式 （ ３ ） ・ ・ ・ Ａ ４ ≧ Ｃ Ｔ １
　 式 （ ４ ） ・ ・ ・ Ａ １ ３ ≦ Ｃ Ｔ ９ ＋ Ｃ Ｔ １ ４
　 式 （ ５ ） ・ ・ ・ Ａ ８ ≧ Ｃ Ｔ １ １ ／ ２
　 式 （ ６ ） ・ ・ ・ Ａ １ ０ ≧ Ｃ Ｔ １ ３ ／ ２
【 ０ ０ １ ９ 】
　 た だ し 、 上 記 式 （ ３ ） に お い て 、 Ｃ Ｔ １ は 、 人 体 の 鼻 根 が 最 も く ぼ ん だ 位 置 か ら 人 体 の  
鼻 尖 点 ま で の 曲 線 距 離 で あ る 。 上 記 式 （ ４ ） に お い て 、 Ｃ Ｔ ９ は 、 右 半 身 で 計 測 す る と き  
に 右 の 耳 珠 点 か ら 左 向 き 最 大 時 の 右 の 頸 付 根 点 ま で の ２ 点 間 距 離 で あ る 。 Ｃ Ｔ １ ４ は 、 上  
耳 底 点 か ら 耳 珠 点 ま で の ２ 点 間 の 距 離 で あ る 。 上 記 式 （ ５ ） に お い て 、 Ｃ Ｔ １ １ は 、 人 体  
の 一 方 の 上 耳 底 点 か ら 人 体 の 鼻 根 が 最 も く ぼ ん だ 位 置 を 通 り 、 人 体 の 他 方 の 上 耳 底 点 ま で  
の 実 長 で あ る 。 上 記 式 （ ６ ） に お い て 、 Ｃ Ｔ １ ３ は 、 人 体 の 一 方 の 耳 珠 点 か ら 人 体 の 鼻 尖  
点 を 通 り 、 人 体 の 他 方 の 耳 珠 点 ま で の 実 長 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ が 上 記 式 （ ３ ） ～ （ ６ ） を 満 た す 場 合 、 フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ の  
形 状 が 更 に 人 体 に 適 合 す る も の と な る 。 ま た 、 大 き な 頭 部 動 作 を し て も フ ェ イ ス マ ス ク １  
０ が よ り ず れ に く く な る 。 そ の た め 、 災 害 時 に 人 体 を よ り 確 実 に 保 護 で き る 。 た だ し 、 顔  
面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ が 伸 縮 性 の あ る 生 地 を 使 用 し て 形 成 さ れ て い る 場 合 、 Ａ ４ 、 Ａ １ ３ 、  
Ａ ８ 、 Ａ １ ０ 及 び Ａ １ １ は そ れ ぞ れ 、 生 地 の 伸 縮 性 を 加 味 し た 長 さ を 表 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ に お い て 、 顔 面 部 パ タ ー ン ２ ０ は 、 顔 面 部 前 側  
パ タ ー ン ３ ０ と 連 結 し て な る 顔 面 部 後 側 パ タ ー ン ４ ０ を 備 え る 。 ま た 図 ３ に 示 す よ う に 、  
顔 面 部 後 側 パ タ ー ン ４ ０ に お い て 、 後 中 心 ４ １ の 長 さ で あ る Ａ ７ が 式 （ ７ ） を 満 た し 、 顔  
面 部 後 側 パ タ ー ン ４ ０ の 上 端 の 長 さ で あ る Ａ ９ が 式 （ ８ ） を 満 た す 。
　 式 （ ７ ） ・ ・ ・ Ａ ７ ≦ Ｃ Ｔ １ ０
　 式 （ ８ ） ・ ・ ・ Ａ ９ ≧ Ｃ Ｔ １ ２ ／ ２
　 た だ し 、 上 記 式 （ ７ ） に お い て 、 Ｃ Ｔ １ ０ は 、 人 体 の 後 頭 点 か ら 頸 椎 点 ま で の ２ 点 間 直  
線 距 離 で あ る 。 上 記 式 （ ８ ） に お い て 、 Ｃ Ｔ １ ２ は 、 人 体 の 一 方 の 上 耳 底 点 か ら 人 体 の 後  
頭 点 を 通 り 人 体 の 他 方 の 上 耳 底 点 ま で の 実 長 で あ る 。
　 ま た 、 Ａ ７ を Ｃ Ｔ １ ０ よ り 小 さ い 数 値 と す る 場 合 は 、 前 中 心 ３ １ の 長 さ は 変 え ず 、 脇 の 長  
さ で あ る Ａ １ ３ を 式 （ ４ ） の 範 囲 で 繋 が り 良 い よ う に 短 く 調 整 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ と 連 結 し て な る 顔 面 部 後 側 パ タ ー ン ４ ０ を 備 え る こ と に よ り 、  
粉 じ ん の 侵 入 場 所 が 更 に 少 な く な る 。 こ れ に よ り 、 災 害 時 に 人 体 を よ り 確 実 に 保 護 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ と 顔 面 部 後 側 パ タ ー ン ４ ０ と の 連 結 手 段 は 、 縫 合 、 フ ッ ク 、 フ  
ァ ス ナ ー 、 ル ー プ 式 の フ ァ ス ナ ー （ 共 布 及 び 別 布 ル ー プ や セ ッ パ な ど ） 、 面 フ ァ ス ナ ー 、  
ボ タ ン 又 は ス ナ ッ プ な ど で あ っ て も よ い 。 ま た 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ と 顔 面 部 後 側 パ  
タ ー ン ４ ０ と が 一 つ の 生 地 か ら 形 成 さ れ て も よ い 。 顔 面 部 後 側 パ タ ー ン ４ ０ の 構 成 材 料 は  
、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ と 同 じ も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 顔 面 部 後 側 パ タ ー ン ４ ０  
が 伸 縮 性 の あ る 生 地 を 使 用 し て 形 成 さ れ て い る 場 合 、 Ａ ７ 及 び Ａ ９ は そ れ ぞ れ 、 生 地 の 伸  
縮 性 を 加 味 し た 長 さ を 表 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 顔 面 部 後 側 パ タ ー ン ４ ０ が 、 上 記 式 （ ７ ） 及 び （ ８ ） を 満 た す 場 合 、 フ ェ イ ス マ ス ク １  
０ の 形 状 が 更 に 人 体 に 適 合 す る も の と な る 。 ま た 、 大 き な 頭 部 動 作 を し て も フ ェ イ ス マ ス  
ク １ ０ が よ り ず れ に く く な る 。 そ の た め 、 災 害 時 に 人 体 を よ り 確 実 に 保 護 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ は 、 衿 ぐ り か ら 身 体  
に 沿 っ て 装 着 さ れ る 身 頃 パ タ ー ン ２ １ を 備 え て も よ い 。 身 頃 パ タ ー ン ２ １ の 前 衿 ぐ り ５ １  
の 長 さ で あ る Ａ １ が 式 （ ９ ） を 満 た し て も よ い 、 身 頃 パ タ ー ン ２ １ の 後 衿 ぐ り ６ １ の 長 さ  
で あ る Ａ ２ が 式 （ １ ０ ） を 満 た し て も よ い 。
　 式 （ ９ ） ・ ・ ・ Ａ １ ≦ Ａ １ １
　 式 （ １ ０ ） ・ ・ ・ Ａ ２ ≦ Ａ １ ２
　 た だ し 、 Ａ １ １ は 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン の 前 衿 ぐ り の 長 さ で あ り 、 Ａ １ ２ は 顔 面 部 後 側 パ タ  
ー ン の 後 ろ 衿 ぐ り の 長 さ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 身 頃 パ タ ー ン ２ １ を 備 え る こ と に よ り 、 フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ の 下 部 で 生 じ る 隙 間 が 少 な  
く な る 。 こ れ に よ り 、 粉 じ ん が フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ の 下 部 か ら 侵 入 す る こ と を よ り 確 実 に  
防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 顔 面 部 パ タ ー ン ２ ０ と 身 頃 パ タ ー ン ２ １ と は 連 結 し て い て も よ い 。 顔 面 部 パ タ ー ン ２ ０  
と 身 頃 パ タ ー ン ２ １ と の 連 結 手 段 は 、 縫 合 、 フ ッ ク 、 フ ァ ス ナ ー 、 ル ー プ 式 の フ ァ ス ナ ー  
（ 共 布 及 び 別 布 ル ー プ や セ ッ パ な ど ） 、 面 フ ァ ス ナ ー 、 ボ タ ン 又 は ス ナ ッ プ な ど で あ っ て  
も よ い 。 ま た 、 顔 面 部 パ タ ー ン ２ ０ と 身 頃 パ タ ー ン ２ １ と が 一 つ の 生 地 か ら 形 成 さ れ て も  
よ い 。 さ ら に 、 顔 面 部 パ タ ー ン ２ ０ と 身 頃 パ タ ー ン ２ １ と の 連 結 部 分 は 、 タ ッ ク や ギ ャ ザ  
ー で あ っ て も よ い 。 ま た 、 連 結 部 分 が タ ッ ク や ギ ャ ザ ー の 場 合 、 Ａ １ １ は Ａ １ よ り も 長 く か  
つ Ａ １ ２ は Ａ ２ よ り も 長 く 、 顔 面 部 パ タ ー ン 側 の Ａ １ １ 及 び Ａ １ ２ に タ ッ ク や ギ ャ ザ ー が 入  
る 。 身 頃 パ タ ー ン ２ １ を 構 成 す る 材 料 は 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン ３ ０ 及 び 顔 面 部 後 側 パ タ ー  
ン ４ ０ と 同 じ も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 身 頃 部 パ タ ー ン は 身 頃 前 側 パ タ ー ン ５ ０ と 身  
頃 後 側 パ タ ー ン ６ ０ 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 身 頃 パ タ ー ン ２ １ が 、 上 記 式 （ ９ ） 及 び （ １ ０ ） を 満 た す 場 合 、 フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ の  
形 状 が 更 に 人 体 に 適 合 す る も の と な る 。 ま た 、 大 き な 頭 部 動 作 を し て も フ ェ イ ス マ ス ク １  
０ が よ り ず れ に く く な る 。 そ の た め 、 災 害 時 に 人 体 を よ り 確 実 に 保 護 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ フ ー ド ）
　 ま た 、 災 害 時 に 身 体 を 守 る ア イ テ ム と し て 、 頭 部 保 護 を 目 的 と し た ヘ ル メ ッ ト や 防 災 頭  
巾 が あ る 。 し か し な が ら 、 ヘ ル メ ッ ト や 防 災 頭 巾 を 着 用 し た 場 合 で も 、 発 災 時 に は 頭 部 以  
外 は 露 わ に な る 。 そ の 結 果 、 体 幹 部 分 は 危 険 に さ ら さ れ た 状 態 で 避 難 し な け れ ば な ら な い  
の が 現 状 で あ る 。 そ こ で 、 ヘ ル メ ッ ト と 共 に 防 災 服 を 着 用 し 体 幹 部 も 保 護 す る 防 災 服 が 求  
め ら れ て い る 。 一 方 、 特 許 文 献 ２ に は 、 マ ス ク を 有 す る フ ー ド を 縫 着 し た 上 衣 を 有 す る 緊  
急 避 難 服 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ る 緊 急 避 難 服 は 、 フ ー ド の 上 か ら ヘ ル メ ッ ト を 被  
る と 、 フ ー ド の 布 が ヘ ル メ ッ ト の 顎 ひ も を 留 め る 際 の 妨 げ に な る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま  
た 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ る 緊 急 避 難 服 の フ ー ド は 、 フ ー ド を ヘ ル メ ッ ト の 上 か ら 被 る こ  
と を 想 定 し て い な い の で 、 フ ー ド の 大 き さ は 十 分 で は な い と い う 問 題 が あ っ た 。 さ ら に 、  
人 体 の 頭 部 が 動 い た と き に 、 フ ー ド が ず れ る 恐 れ が あ る 。 そ の 結 果 、 頭 部 及 び 体 幹 部 を 十  
分 に 保 護 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 フ ー ド １ １ は 、 ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し た 頭 部 を 覆 う よ う に 構 成 さ れ て  
い る 。 ま た 図 ４ に 示 す よ う に 、 フ ー ド パ タ ー ン ２ ２ に お い て 、 サ イ ド ネ ッ ク ポ イ ン ト （ Ｓ  
Ｎ Ｐ ） か ら 人 体 の 耳 珠 点 と 重 な る 点 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ４ が 式 （ Ａ ） を 満 た す 。 人 体 の  
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耳 珠 点 と 重 な る 点 か ら フ ー ド 最 上 点 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ５ が 式 （ Ｂ ） を 満 た す 。 人 体 の  
耳 珠 点 と 重 な る 点 か ら Ａ １ ４ の 直 線 に 対 し て ９ ０ 度 で あ る 直 線 と フ ー ド 後 ろ 中 心 の 出 来 上  
が り 線 と が 交 差 す る 点 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ６ が 式 （ Ｃ ） を 満 た す 。 か つ 、 フ ー ド 最 上 点  
か ら 前 端 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ８ が 式 （ Ｄ ） を 満 た す 。
　 式 （ Ａ ） ・ ・ ・ Ａ １ ４ ≧ Ｃ Ｔ ９
　 式 （ Ｂ ） ・ ・ ・ Ａ １ ５ ≧ Ｃ Ｔ １ ５ ’ ／ ２
　 式 （ Ｃ ） ・ ・ ・ Ａ １ ６ ≧ Ｃ Ｔ １ ７ ’ ／ ２
　 式 （ Ｄ ） ・ ・ ・ Ａ １ ８ ≧ Ｃ Ｔ １ ８ ’
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 た だ し 、 上 記 式 （ Ａ ） に お い て 、 Ｃ Ｔ ９ は 、 右 半 身 で 計 測 す る と き に 人 体 の 右 の 耳 珠 点  
か ら 人 体 の 左 向 き 最 大 時 の 右 の 頸 付 根 点 ま で の ２ 点 間 距 離 で あ る 。 上 記 式 （ Ｂ ） に お い て  
、 Ｃ Ｔ １ ５ ’ は 、 人 体 の 一 方 の 耳 珠 点 か ら ヘ ル メ ッ ト 上 の 頭 頂 点 を 通 り 、 人 体 の 他 方 の 耳 珠  
点 ま で の 、 耳 眼 面 に 垂 直 な 実 長 で あ る 。 上 記 式 （ Ｃ ） に お い て 、 Ｃ Ｔ １ ７ ’ は 、 人 体 の 一 方  
の 耳 珠 点 か ら ヘ ル メ ッ ト 上 の 後 部 最 突 点 を 通 り 、 人 体 の 他 方 の 耳 珠 点 ま で の 実 長 で あ る 。  
上 記 式 （ Ｄ ） に お い て 、 Ｃ Ｔ １ ８ ’ は ヘ ル メ ッ ト 上 の 頭 頂 点 か ら ヘ ル メ ッ ト 上 の 前 部 最 突 点  
ま で の 実 長 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 フ ー ド １ １ が 式 （ Ａ ） ～ （ Ｄ ） を 満 た さ な い 場 合 、 フ ー ド １ １ を ヘ ル メ ッ ト の 上 か ら 被  
る こ と が で き な い 。 ま た 、 大 き な 頭 部 動 作 を し た 場 合 、 フ ー ド １ １ が ず れ る 恐 れ が あ る 。  
そ の 結 果 、 災 害 時 に 頭 部 及 び 体 幹 部 を 十 分 に 保 護 す る こ と が で き な い 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 フ ー ド パ タ ー ン ２ ２ を 形 成 す る 材 料 は 、 既 知 の 生 地 を 使 用 し て も よ い 。 生 地 は 、 伸 縮 性  
の あ る も の で あ っ て も よ い 。 フ ー ド １ １ が 伸 縮 性 の あ る 生 地 を 使 用 し て 形 成 さ れ て い る 場  
合 、 Ａ １ ４ 、 Ａ １ ５ 、 Ａ １ ６ 及 び Ａ １ ８ は そ れ ぞ れ 、 生 地 の 伸 縮 性 を 加 味 し た 長 さ を 表 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 フ ー ド パ タ ー ン ２ ２ は 、 フ ー ド 中 心 の 出 来 上 が り 線 と Ａ １ ４ を 上 方  
に 延 長 し た 直 線 と が 交 差 す る 点 か ら バ ッ ク ネ ッ ク ポ イ ン ト （ Ｂ Ｎ Ｐ ） ま で の 長 さ で あ る Ａ
１ ７ が 式 （ Ｅ ） を 満 た し て も よ い 。
　 式 （ Ｅ ） ・ ・ ・ Ａ １ ７ ≧ Ｃ Ｔ １ ６ ’
　 た だ し 、 上 記 式 （ Ｅ ） に お い て 、 Ｃ Ｔ １ ６ ’ は 、 頸 椎 点 か ら ヘ ル メ ッ ト 上 の 後 部 最 突 点 を  
通 り 、 ヘ ル メ ッ ト 上 の 頭 頂 点 ま で の 実 長 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 フ ー ド パ タ ー ン ２ ２ が 式 （ Ａ ） ～ （ Ｅ ） を 満 た す 場 合 、 フ ー ド １ １ の 形 状 が さ ら に 、 ヘ  
ル メ ッ ト を 装 着 し た 人 体 と 適 合 す る よ う に な る 。 ま た 、 大 き な 頭 部 の 上 下 動 作 を し て も フ  
ー ド １ １ が よ り ず れ に く く な る 。 そ の 結 果 、 災 害 時 に 頭 部 及 び 体 幹 部 を よ り 確 実 に 保 護 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 防 災 服 の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 フ ェ イ ス マ  
ス ク の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
（ フ ェ イ ス マ ス ク の 製 造 方 法 ）
　 フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ の 製 造 方 法 は 、 頭 部 が 正 面 を 向 い た 姿 勢 と 、 あ ご を 上 側 に 向 け た 姿  
勢 と で 顔 面 部 の 寸 法 を そ れ ぞ れ 計 測 す る 計 測 工 程 と 、 計 測 工 程 で 計 測 し た 計 測 値 に 基 づ い  
て 前 記 顔 面 部 パ タ ー ン 及 び 前 記 身 頃 パ タ ー ン を 作 成 す る 作 成 工 程 と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ が ず れ る 原 因 の 一 つ に 人 体 の 動 作 が あ る 。 人 体 の 動 作 に よ り 寸 法 が  
変 化 す る 箇 所 を 測 定 す れ ば 、 人 体 が 動 作 し た 場 合 で も 、 ず れ に く い フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ を  
製 造 す る こ と が で き る 。 頭 部 が 正 面 を 向 い た 姿 勢 と は 、 直 立 し 、 顔 は 前 方 を 向 き 視 線 は 水  
平 に な る 姿 勢 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 計 測 工 程 に お い て 、 フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ が 頭 部 の 上 下 の 動 き に 追 従 す る 長 さ を 有 す る た  
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め に 、 鼻 根 が 最 も く ぼ ん だ 位 置 か ら オ ト ガ イ 上 点 ま で の 弧 長 で あ る Ｃ Ｔ ２ と 、 頸 窩 点 か ら  
頭 部 の 上 向 き 最 大 時 の オ ト ガ イ 上 点 ま で の ２ 点 間 距 離 で あ る Ｃ Ｔ ８ と を 計 測 し て も よ い 。  
そ し て 、 作 成 工 程 に お い て 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン の 前 中 心 の 長 さ で あ る Ａ ３ が 式 （ １ ） を  
満 た す よ う に 作 成 し て も よ い 。
　 式 （ １ ） ・ ・ ・ Ａ ３ ≧ Ｃ Ｔ ２ ＋ Ｃ Ｔ ８
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 頭 部 の 上 向 き 最 大 時 と は 、 水 平 姿 勢 の 目 線 と 頭 部 の 上 向 き の 動 作 の み を 行 っ た 時 の 目 線  
と が な す 角 度 が 最 大 と な る と き で あ る 。 頭 部 を 動 か し た と き 、 頸 窩 点 か ら オ ト ガ イ 上 点 ま  
で の ２ 点 間 距 離 が 最 も 大 き く な る の は 、 頭 部 の 上 向 き 最 大 時 で あ る 。 そ の た め 、 Ｃ Ｔ ８ を  
計 測 す る こ と で 、 人 体 が 動 作 し た 場 合 で も 、 よ り ず れ に く い フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ を 製 造 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 計 測 工 程 に お い て 、 フ ェ イ ス マ ス ク が 頭 部 の 左 右 の 動 き に 追 従 す る 長 さ を 有 す る た め に  
、 右 半 身 で 計 測 す る 場 合 に お い て 頭 部 の 左 向 き 最 大 時 の 右 の 耳 珠 点 か ら 右 の 頸 付 根 点 ま で  
の ２ 点 間 距 離 で あ る Ｃ Ｔ ９ を 計 測 し て も よ い 。 そ し て 、 作 成 工 程 に お い て 、 顔 面 部 前 側 パ  
タ ー ン は 、 耳 珠 点 か ら 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン の 下 端 の サ イ ド ネ ッ ク ポ イ ン ト ま で の 長 さ で あ  
る Ａ ６ が 式 （ ２ ） を 満 た す よ う に 作 成 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 頭 部 が 左 右 に 動 作 し た 時  
で も 、 よ り ず れ に く い フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ を 製 造 す る こ と が で き る 。
　 式 （ ２ ） ・ ・ ・ Ａ ６ ≧ Ｃ Ｔ ９
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 計 測 工 程 に お い て 、 人 体 の 鼻 根 が 最 も く ぼ ん だ 位 置 か ら 人 体 の 鼻 尖 点 ま で の 曲 線 距 離 で  
あ る Ｃ Ｔ １ と 、 頭 部 の 左 向 き 最 大 時 の 右 の 耳 珠 点 か ら 右 の 頸 付 根 点 ま で の ２ 点 間 距 離 で あ  
る Ｃ Ｔ ９ と 、 上 耳 底 点 か ら 耳 珠 点 ま で の ２ 点 間 の 距 離 で あ る Ｃ Ｔ １ ４ と 、 体 の 一 方 の 上 耳 底  
点 か ら 人 体 の 鼻 根 が 最 も く ぼ ん だ 位 置 を 通 り 、 人 体 の 他 方 の 上 耳 底 点 ま で の 実 長 で あ る Ｃ  
Ｔ １ １ と 、 人 体 の 一 方 の 耳 珠 点 か ら 人 体 の 鼻 尖 点 を 通 り 人 体 の 他 方 の 耳 珠 点 ま で の 実 長 で  
あ る Ｃ Ｔ １ ３ と 、 を 計 測 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ し て 、 作 成 工 程 に お い て 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン は 、 前 中 心 の 上 端 か ら 鼻 先 ま で の 長 さ  
で あ る Ａ ４ が 式 （ ３ ） を 満 た し 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン の 脇 の 長 さ で あ る Ａ １ ３ が 式 （ ４ ） を  
満 た し 、 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン の 上 端 の 長 さ で あ る Ａ ８ が 式 （ ５ ） を 満 た し 、 か つ 耳 珠 点 か  
ら 鼻 先 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ０ が 式 （ ６ ） を 満 た す よ う に 作 成 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、  
大 き な 頭 部 動 作 を し て も よ り ず れ に く い フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ を 製 造 す る こ と が で き る 。 そ  
の 結 果 、 災 害 時 に 人 体 を よ り 確 実 に 保 護 で き る フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ を 製 造 で き る 。
　 式 （ ３ ） ・ ・ ・ Ａ ４ ≧ Ｃ Ｔ １
　 式 （ ４ ） ・ ・ ・ Ａ １ ３ ≦ Ｃ Ｔ ９ ＋ Ｃ Ｔ １ ４
　 式 （ ５ ） ・ ・ ・ Ａ ８ ≧ Ｃ Ｔ １ １ ／ ２
　 式 （ ６ ） ・ ・ ・ Ａ １ ０ ≧ Ｃ Ｔ １ ３ ／ ２
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 計 測 工 程 に お い て 、 人 体 の 後 頭 点 か ら 頸 椎 点 ま で の ２ 点 間 距 離 で あ る Ｃ Ｔ １ ０ と 、 人 体  
の 一 方 の 耳 珠 点 か ら 人 体 の 後 頭 点 を 通 り 人 体 の 他 方 の 耳 珠 点 ま で の 実 長 で あ る Ｃ Ｔ １ ２ と  
、 を 計 測 し て も よ い 。 そ し て 、 作 成 工 程 に お い て 、 顔 面 部 後 側 パ タ ー ン を 、 後 中 心 の 長 さ  
で あ る Ａ ７ が 式 （ ７ ） を 満 た し 、 顔 面 部 後 側 パ タ ー ン の 上 端 の 長 さ で あ る Ａ ９ が 式 （ ８ ）  
を 満 た す よ う に 作 成 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 よ り 人 体 の 形 状 に 適 合 し た フ ェ イ ス マ ス ク  
１ ０ を 製 造 す る こ と が で き る 。
　 式 （ ７ ） ・ ・ ・ Ａ ７ ≦ Ｃ Ｔ １ ０
　 式 （ ８ ） ・ ・ ・ Ａ ９ ≧ Ｃ Ｔ １ ２ ／ ２
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 計 測 工 程 に お い て 、 身 頃 パ タ ー ン を 、 身 頃 パ タ ー ン の 前 衿 ぐ り の 長 さ で あ る Ａ １ が 式 （  
９ ） を 満 た し 、 か つ 身 頃 パ タ ー ン の 後 衿 ぐ り の 長 さ で あ る Ａ ２ が 式 （ １ ０ ） を 満 た す よ う  
に 作 成 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 よ り 人 体 の 形 状 に 適 合 し た フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ を 製 造 す  
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る こ と が で き る 。
　 式 （ ９ ） ・ ・ ・ Ａ １ ≦ Ａ １ １
　 式 （ １ ０ ） ・ ・ ・ Ａ ２ ≦ Ａ １ ２
　 た だ し 、 Ａ １ １ は 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン の 前 衿 ぐ り の 長 さ で あ り 、 Ａ １ ２ は 顔 面 部 前 側 パ タ  
ー ン の 後 ろ 衿 ぐ り の 長 さ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 フ ェ イ ス マ ス ク １ ０ の 製 造 方 法 は 、 上 述 し た 構 成 以 外 に 、 既 知 の フ ェ イ ス マ ス ク を 製 造  
す る 方 法 と 同 じ 方 法 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
（ フ ー ド の 製 造 方 法 ）
　 次 に 、 フ ー ド １ １ の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 フ ー ド １ １ の 製 造 方 法 は 、 頭 部 に ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し て い る 状 態 と 、 頭 部 に ヘ ル メ ッ ト  
を 装 着 し て い な い 状 態 と の 両 方 で 頭 部 の 複 数 箇 所 の 長 さ を 計 測 す る 計 測 工 程 と 、 計 測 工 程  
で 計 測 し た 計 測 値 に 基 づ き 、 フ ー ド １ １ を 構 成 す る フ ー ド パ タ ー ン を 作 成 す る 作 成 工 程 と  
を 備 え る 。 上 述 の 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た フ ー ド １ １ は 、 頭 部 に ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し て い  
る 状 態 か ら 、 更 に フ ー ド １ １ を 装 着 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 頭 部 及 び 体 幹 部 を よ  
り 確 実 に 保 護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 計 測 工 程 に お い て 、 右 半 身 で 計 測 す る と き に 右 の 耳 珠 点 か ら 左 向 き 最 大 時 の 右 の 頸 付 根  
点 ま で の ２ 点 間 距 離 で あ る Ｃ Ｔ ９ と 、 一 方 の 耳 珠 点 か ら ヘ ル メ ッ ト 上 の 頭 頂 点 を 通 り 、 他  
方 の 耳 珠 点 ま で の 、 耳 眼 面 に 垂 直 な 実 長 で あ る Ｃ Ｔ １ ５ ’ と 、 一 方 の 耳 珠 点 か ら ヘ ル メ ッ ト  
上 の 後 頭 最 突 点 を 通 り 、 他 方 の 耳 珠 点 ま で の 実 長 で あ る Ｃ Ｔ １ ７ ’ と 、 ヘ ル メ ッ ト 上 の 頭 頂  
点 か ら ヘ ル メ ッ ト 上 の 前 部 最 突 点 ま で の 実 長 Ｃ Ｔ １ ８ ’ と 、 を 測 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 フ ー ド パ タ ー ン ２ ２ は 、 サ イ ド ネ ッ ク ポ イ ン ト か ら 人 体 の 耳 珠 点 と 重 な る 点 ま で の 長 さ  
で あ る Ａ １ ４ が 式 （ Ａ ） を 満 た し 、 人 体 の 耳 珠 点 と 重 な る 点 か ら フ ー ド 最 上 点 ま で の 長 さ  
で あ る Ａ １ ５ が 式 （ Ｂ ） を 満 た し 、 人 体 の 耳 珠 点 と 重 な る 点 か ら Ａ １ ４ の 直 線 に 対 し て ９ ０  
度 で フ ー ド 後 ろ 中 心 の 出 来 上 が り 線 と 交 差 す る 点 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ６ が 式 （ Ｃ ） を 満  
た し 、 か つ フ ー ド 最 上 点 か ら 前 端 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ８ が 式 （ Ｄ ） を 満 た し て も よ い 。
　 式 （ Ａ ） ・ ・ ・ Ａ １ ４ ≧ Ｃ Ｔ ９
　 式 （ Ｂ ） ・ ・ ・ Ａ １ ５ ≧ Ｃ Ｔ １ ５ ’ ／ ２
　 式 （ Ｃ ） ・ ・ ・ Ａ １ ６ ≧ Ｃ Ｔ １ ７ ’ ／ ２
　 式 （ Ｄ ） ・ ・ ・ Ａ １ ８ ≧ Ｃ Ｔ １ ８ ’
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 フ ー ド １ １ の 形 状 が ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し た 人 体 と 適 合 す る よ う に な る 。 ま  
た 、 大 き な 頭 部 の 上 下 動 作 を し て も フ ー ド １ １ が よ り ず れ に く く な る 。 そ の 結 果 、 災 害 時  
に 頭 部 及 び 体 幹 部 を よ り 確 実 に 保 護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 計 測 工 程 に お い て 、 頸 椎 点 か ら ヘ ル メ ッ ト 上 の 後 部 最 突 点 を 通 り 、 ヘ ル メ ッ ト 上 の 頭 頂  
点 ま で の 実 長 で あ る Ｃ Ｔ １ ６ ’ を 計 測 し て も よ い 。 フ ー ド パ タ ー ン は 、 フ ー ド 中 心 出 来 上 が  
り 線 の 頭 頂 か ら バ ッ ク ネ ッ ク ポ イ ン ト ま で の 長 さ Ａ １ ７ が 式 （ Ｅ ） を 満 た し て も よ い 。 こ  
こ で 、 フ ー ド 中 心 出 来 上 が り 線 の 頭 頂 は 、 フ ー ド 中 心 出 来 上 が り 線 と Ａ １ ４ を 上 方 に 延 長  
し た 直 線 と が 交 差 す る 点 で あ る 。
　 式 （ Ｅ ） ・ ・ ・ Ａ １ ７ ≧ Ｃ Ｔ １ ６ ’
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る フ ー ド １ １ Ａ の 製 造 方 法 は 、 ヘ ル メ ッ ト を 被 ら な い 状 態 で 作 成  
し た 既 存 の フ ー ド パ タ ー ン ２ ２ Ａ を 、 計 測 工 程 で 測 定 し た 計 測 値 に 合 わ せ て 、 切 り 開 く 方  
法 で パ タ ー ン を 作 成 す る 工 程 を 用 い て も よ い 。 例 え ば 、 下 記 の 方 法 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 既 存 の フ ー ド パ タ ー ン ２ ２ Ａ 上 に 、 人 体 の 耳 珠 点 と 重 な る 点 か ら  
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Ａ １ ４ の 直 線 に 対 し て ９ ０ 度 で フ ー ド 後 ろ 中 心 の 出 来 上 が り 線 と 交 差 す る 点 ま で を 示 す 案  
内 線 Ａ １ ６ を 前 方 の フ ー ド 端 に 接 す る ま で 線 を 延 長 し た 、 案 内 線 Ａ １ ９ を 引 く 。 既 存 の フ ー  
ド パ タ ー ン ２ ２ Ａ 上 に 、 サ イ ド ネ ッ ク ポ イ ン ト か ら 耳 珠 点 ま で を 示 す 案 内 線 Ａ １ ４ を フ ー  
ド パ タ ー ン ２ ２ Ａ の 後 ろ 中 心 の 出 来 上 が り 線 の 上 端 に 接 す る ま で 線 を 延 長 し た 、 案 内 線 Ａ
２ ０ を 引 く 。 案 内 線 Ａ １ ９ 及 び 案 内 線 Ａ ２ ０ に 沿 っ て 、 上 記 フ ー ド パ タ ー ン ２ ２ Ａ を 切 り 開  
き 、 案 内 線 Ａ １ ９ に 沿 っ て 縦 方 向 に 切 り 開 か れ た 分 量 で あ る Ａ ２ １ は 式 （ α ） を 満 た し 、 か  
つ 案 内 線 Ａ ２ ０ に 沿 っ て 横 方 向 に 切 り 開 か れ た 分 量 で あ る Ａ ２ ２ は 式 （ β ） を 満 た す 。
　 式 （ α ） ・ ・ ・ Ａ ２ １ ≧ （ Ｃ Ｔ １ ５ ’ － Ｃ Ｔ １ ５ ） ／ ２
　 式 （ β ） ・ ・ ・ Ａ ２ ２ ≧ （ Ｃ Ｔ １ ７ ’ － Ｃ Ｔ １ ７ ） ／ ２
　 た だ し 、 上 記 式 （ α ） に お い て 、 Ｃ Ｔ １ ５ は 、 人 体 の 一 方 の 耳 珠 点 か ら 人 体 の 頭 頂 点 を  
通 り 、 人 体 の 他 方 の 耳 珠 点 ま で の 実 長 で あ り 、 Ｃ Ｔ １ ５ ’ は 、 人 体 の 一 方 の 耳 珠 点 か ら ヘ ル  
メ ッ ト 上 の 頭 頂 点 を 通 り 、 人 体 の 他 方 の 耳 珠 点 ま で の 実 長 で あ る 。 上 記 式 （ β ） に お い て  
、 Ｃ Ｔ １ ７ は 、 人 体 の 一 方 の 耳 珠 点 か ら 人 体 の 後 部 最 突 点 を 通 り 、 人 体 の 他 方 の 耳 珠 点 ま  
で の 実 長 で あ り 、 Ｃ Ｔ １ ７ ’ は 、 人 体 の 一 方 の 耳 珠 点 か ら ヘ ル メ ッ ト 上 の 後 部 最 突 点 を 通 り  
、 人 体 の 他 方 の 耳 珠 点 ま で の 実 長 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る フ ー ド １ １ の 製 造 方 法 は 、 計 測 工 程 に お い て 、 人 体 の 片 側  
の 半 身 の み を 計 測 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る フ ー ド １ １ の 製 造 方 法 は 、 計 測 工 程 に お い て 、 複 数 の 人 体  
を 測 定 し て 、 計 測 値 を 複 数 の 人 体 の 計 測 結 果 の 平 均 値 ＋ ２ σ の 値 と し て も よ い 。 人 体 の 計  
測 結 果 の 平 均 値 ＋ ２ σ の 値 を 使 用 す る こ と で 、 多 く の 人 に 適 合 す る 形 状 を 有 す る フ ー ド １  
１ を 製 造 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 一 人 ひ と り の 計 測 値 に 合 わ せ て フ ー ド １ １ を 製  
造 し た 場 合 と 比 べ る と 、 製 造 コ ス ト を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る フ ー ド １ １ の 製 造 方 法 は 、 上 述 し た 構 成 以 外 に 、 既 知 の フ  
ー ド を 製 造 す る 方 法 と 同 じ 方 法 を 有 し て い て も よ い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
（ 実 施 例 １ ）
　 防 災 服 を 製 造 す る た め に 、 複 数 名 を 被 検 者 と し 人 体 の 測 定 を 行 っ た 。 測 定 後 に 計 測 値 の  
平 均 値 及 び 標 準 偏 差 を 求 め た 。 計 測 点 を 図 ５ に 示 し 、 計 測 箇 所 を 図 ６ 及 び ７ に 示 し た 。
　 上 記 の 測 定 結 果 に 基 づ き 基 本 の フ ェ イ ス マ ス ク の パ タ ー ン を 作 成 し 、 更 に デ ザ イ ン 展 開  
を 加 え 、 図 ８ に 示 す フ ェ イ ス マ ス ク の パ タ ー ン を 作 成 し た 。 そ の 後 、 フ ェ イ ス マ ス ク の パ  
タ ー ン を 組 み 立 て て 、 フ ェ イ ス マ ス ク を 作 成 し た 。 フ ェ イ ス マ ス ク の 顔 面 部 前 側 パ タ ー ン  
の 前 中 心 の 長 さ で あ る Ａ ３ が 式 （ １ ） を 満 た し た 。
　 式 （ １ ） ・ ・ ・ Ａ ３ ≧ Ｃ Ｔ ２ ＋ Ｃ Ｔ ８
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 実 施 例 １ の フ ェ イ ス マ ス ク は 、 頭 部 が 上 向 き 最 大 時 で も 、 フ ェ イ ス  
マ ス ク が ず れ る こ と が 無 か っ た 。 そ の た め 、 頭 部 が 動 い た と き で も 確 実 に 人 体 を 保 護 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
（ 実 施 例 ２ ）
　 実 施 例 １ に 示 し た の と 同 様 に 、 複 数 名 を 被 検 者 と し 人 体 及 び ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し た 人 体  
の 計 測 を 行 っ た 。 測 定 後 に 計 測 値 の 平 均 値 及 び 標 準 偏 差 を 求 め た 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 上 記 の 測 定 結 果 に 基 づ き 基 本 の フ ー ド パ タ ー ン を 作 成 し 、 更 に デ ザ イ ン 展 開 を 加 え 、 図  
１ ０ に 示 す フ ー ド の パ タ ー ン を 作 成 し た 。 そ の 後 、 フ ー ド パ タ ー ン を 組 み 立 て て 、 フ ー ド  
を 作 成 し た 。 作 成 し た フ ー ド は 、 サ イ ド ネ ッ ク ポ イ ン ト か ら 耳 珠 点 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ４
が 式 （ Ａ ） を 満 た し た 。 耳 珠 点 か ら フ ー ド 最 上 点 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ５ が 式 （ Ｂ ） を 満  
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た し た 。 耳 珠 点 か ら 後 最 突 点 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ６ が 式 （ Ｃ ） を 満 た し た 。 ま た 、 フ ー  
ド 最 上 点 か ら 前 端 ま で の 長 さ で あ る Ａ １ ８ が 式 （ Ｄ ） を 満 た し た 。
　 式 （ Ａ ） ・ ・ ・ Ａ １ ４ ≧ Ｃ Ｔ ９
　 式 （ Ｂ ） ・ ・ ・ Ａ １ ５ ≧ Ｃ Ｔ １ ５ ’ ／ ２
　 式 （ Ｃ ） ・ ・ ・ Ａ １ ６ ≧ Ｃ Ｔ １ ７ ’ ／ ２
　 式 （ Ｄ ） ・ ・ ・ Ａ １ ８ ≧ Ｃ Ｔ １ ８ ’
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 実 施 例 ２ の フ ー ド は ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し た 状 態 か ら フ ー ド を 被 る  
こ と が で き る 。 そ の た め 、 災 害 時 に よ り 安 全 に 人 体 を 保 護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
（ 実 施 例 ３ ）
　 実 施 例 ２ の 測 定 結 果 に 基 づ き 、 ヘ ル メ ッ ト を 装 着 し て い な い 設 定 の 既 存 の フ ー ド を 切 り  
開 き 、 図 １ ２ に 示 す 方 法 で フ ー ド パ タ ー ン を 作 成 し た 。 そ の 後 、 フ ー ド パ タ ー ン を 組 み 立  
て て 、 フ ー ド を 作 成 し た 。 作 成 し た フ ー ド は 、 式 （ Ａ ） ～ （ Ｄ ） を 満 た し た 。 さ ら に 、 実  
施 例 ３ の フ ー ド は 、 案 内 線 Ａ １ ９ に 沿 っ て 縦 方 向 に 切 り 開 か れ た 分 量 で あ る Ａ ２ １ が 式 （ α  
） を 満 た し た 。 ま た 、 前 記 案 内 線 Ａ ２ ０ に 沿 っ て 横 方 向 に 切 り 開 か れ た 分 量 で あ る Ａ ２ ２ が  
式 （ β ） を 満 た し た 。
　 式 （ α ） ・ ・ ・ Ａ ２ １ ≧ （ Ｃ Ｔ １ ５ ’ － Ｃ Ｔ １ ５ ） ／ ２
　 式 （ β ） ・ ・ ・ Ａ ２ ２ ≧ （ Ｃ Ｔ １ ７ ’ － Ｃ Ｔ １ ７ ） ／ ２
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 以 上 の こ と か ら 、 本 発 明 に よ れ ば 、 災 害 時 に 人 体 を 確 実 に 保 護 で き る 防 災 服 及 び 防 災 服  
の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る の で 、 産 業 上 の 利 用 価 値 が 高 い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
１   防 災 服
１ ０   フ ェ イ ス マ ス ク
１ １ 、 １ １ Ａ   フ ー ド
１ ２   ケ ー プ
２ ０   顔 面 部 パ タ ー ン
２ １   身 頃 パ タ ー ン
２ ２ 、 ２ ２ Ａ   フ ー ド パ タ ー ン
３ ０   顔 面 部 前 側 パ タ ー ン
３ １   前 中 心
４ ０   顔 面 部 後 側 パ タ ー ン
４ １   後 中 心
５ ０   身 頃 前 側 パ タ ー ン
５ １   前 衿 ぐ り
６ ０   身 頃 後 側 パ タ ー ン
６ １   後 衿 ぐ り
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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